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395,473 Ｂ 継続
生活排水の適正処理を推進し，生活環境の確保や公共用水域の水質保全を図るため，引き続き，単
独・流域関連公共下水道事業により下水道管の整備工事を実施していく。36

3
公共下水道整備事業 市街化区域の市民及び公

共用水域
S32 下水道整備面積（ha）

43

担当課 下水道建設課 38

120
96,297

100
老朽管渠改築延長（m）

70

220

27
698,050

老朽化した下水道管渠の機能や役割を継続的に維持していくため，公共下水道老朽管渠改築更新計画
に基づき，管渠の改築工事を実施していく。

2
老朽管渠の改築更新 ３０年以上経過した田川

第１処理区の管渠
H16

担当課 下水道建設課

きょう雑物の流出防止施設（スクリーン）
（基）

53,120 A 継続

継続

担当課 下水道建設課 貯留施設設置（か所）
0

0

大雨時における合流式下水道からの放流水を改善し，公共用水域の水質保全を図るため，合流式下水
道緊急改善計画に基づき，平成２５年度までに計画的に貯留施設設置工事を実施していく。

― ―

3

3

―

重点度
（Ａ～Ｃ）

事業費 事業費

―

1,015,161 924,437 A

実績値 実績値 (千円) (千円)

事業の
方向性

目標値

1

合流式下水道緊急改善事業
田川第１処理区，田川第
２処理区の合流式下水道

区域
H16

Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２１ Ｈ２２

４　施策を構成する事務事業一覧

№ 事　　　業　　　名 対　　象　　者
開始
年度

活　動　指　標　等

達成していない概ね達成
（90％以上） （70％～90％未満）

達成している

必要性・緊急性

重点事業

３　今後の取組方針

⑧取組の
考え方

見直し事業

公共下水道（汚水・雨水）の整備，老朽化した施設の改築・更新や合流式下水道の機能改善などを計画的に推進するとともに，効率的な施設の維持管理に努める。また，今回の震災を踏まえ，災害時でも
下水道における基本機能を確保できるよう災害に強い下水道施設に向けた取組みを推進する。

老朽管渠の計画的な改築・更新を進めるとともに，合流式下水道緊急改善事業については，平成２５年度末事業完了を目指し，引き続き事業を推進する。また，今回の震災を踏まえ，下水道における基本
機能の確保に向けた計画的な耐震化や災害時の適切な対応を進める。

総論

公共下水道整備事業や特定環境保全公共下水道整備事業については，順次計画的に整備を進めてきており，現在，整備率が約９割を超えるなど概成に向かいつつあることから，今後は，水洗化率の向上の
ため，投資効果等も考慮した，より効率的な整備手法についての検討を行う必要がある。

Ｈ２３Ｈ２２

目標値

実績値実績値

21.5%

63.3%

実績値

48

0

5

15

―---―

9

65

30

14 ―---―

35

説
明

不十分な事業が
複数ある

21

19

説
明

（70%未満）

説
明

適切性

● 十分である

●

（政策目標への効果）
不十分である

減少している

不十分な事業が
一部ある

横ばい

十分である

③施策を
取巻く環境

⑤
市
民
意
識
調
査
結
果

54.8% 86.0%
市民の
施策満足

度

⑥
施
策
の
評
価

②施策目標

達成度

国・県等の
動向

●
市民の

施策重要
度

（単年度目標）

目標値―---―

―---―

外部意見
その他

市民の快適な暮らしを支えるために
政策名

（基本施策
名）

上下水道サービスの質を高める

Ｈ２０

２　施策の現状と達成状況，課題の抽出

①施策名

施　策　カ　ル　テ
１　施策の位置付け

平成２２年３月に発生した「東日本大震災」により，危機管理意識の高まりから，災害時においても下水道における基本機能
の確保など，災害に強い下水道への取組みが求められている。

合流式下水道改善率については，事業実施時期の見直しなどにより目標値を下回っている
が，老朽管渠更新率については，事業の前倒しなどにより目標値を大きく上回っており，
達成度については，総じて概ね達成している。

4

6

総合計画
　政策の柱

　「上下水道サービスの質を高める」ため，水道水の品質を高め，安定的な給水を確保するための「水道水の安心給水
の推進」，快適な生活環境の確保と公共用水域の水質保全を図るための「下水の適正処理の推進」，環境負荷の低減を
図るための「上下水道施設・資源による環境保全の推進」，顧客満足度の向上や経営基盤の強化を図るための「顧客重
視経営の推進」に，重点的に取り組みます。

生活排水と雨水が適正に処理され，市民の快適な生活環境が確保されています。

有効性

（適切な事務事業
の選択，実施）

やや不十分であ
る

（住民・社会ニーズ） ● 増加している

―---―

担当課

実績値

取組の
　基本方向

下水の適正処理の推進
Ｈ２１

目標値目標値

④
施
策
の
達
成
状
況

指標③

Ｈ１９：基準

下水道建設課

達成率
(%)

目標値

Ｈ２４：目標

政策目標
（基本施策目標）

　水道水の高品質化や安定給水，生活排水の適正処理などによ
り，市民の上下水道サービスへの満足度が向上しています。

説
明

老朽管渠における改築延長や管渠の適正管理における管渠維持管理業務において目標が達
成されていないことから，今後は事業の進捗状況に応じて財源確保や整備・調査手法の検
討などを行い，目標達成を目指す。

施　策　指　標（単位）

指標①
（総合計画
に基づく指

標）

指標②
老朽管渠更新率（％）
【算出式】 改築工事完了路線延長
　　　　　改築工事が必要な全路線延長

合流式下水道改善率（％）
【算出式】貯留施設整備済区域面積
                合流式下水道区域面積

実績値

⑨政策評価
会議意見

合流式下水道緊急改善事業や公共下水道整備事業などを着実に推進することで，生活排水
などが適正に処理され，市民の快適な生活環境が確保されることにより，政策目標である
市民の下水道サービスへの満足度の向上に貢献している。

指標④
（特記事項）

施 策 目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 方 針

　市民の環境意識が高まっており，公共下水道の整備や合流式下水道の
機能改善を計画的に推進することにより，生活環境の改善や公共用水域
の水質保全が図られている。また，市民意識調査「施策満足度」におい
て依然として高い水準であることなどから，施策の成果は達成してい
る。

　集中豪雨による浸水被害の解消や老朽管渠の更新など下水道施設の適
正な機能確保への更なる取り組みが求められており，各事業の効率的な
推進が必要である。また，「東日本大震災」の発生により，災害時にお
ける基本機能の確保に向けた下水道施設の耐震化への対応が必要であ
る。

成
果
が
見
ら
れ
る
点

改
善
の
必
要
な
点

生活環境の快適性や利便性とともに公共用水域の水質保全が求められており，市民意識調
査「施策重要度」において依然として高い水準を示していることなどから，公共下水道の
整備，合流式下水道の機能改善，浸水被害の解消などの取り組みのニーズが増加してい
る。さらに，東日本大震災の発生により，下水道施設の耐震化など災害時対応の必要性・
緊急性が増すと考えられる。

⑦
現
状
分
析
と
課
題
の
抽
出

（
③
～

⑥
を
踏
ま
え
た
分
析
）

目標値

現在の下水道普及率・整備率とも高い水準であるが，今後も市民の快適な生活環境を確保する
ため，地域の状況に即した効率的な整備を図り，計画的な施設整備と事業の効率化を推進する
とともに，持続可能な下水道事業を実現していくため，老朽化した施設・管渠について，耐震
化やアセットマネジメントを踏まえた改築・更新を計画的に進め，災害や事故に強い下水道の
整備や危機管理体制の強化等に計画的に取り組んでいくこと。また，公共用水域の水質保全を
図るための合流式下水道緊急改善事業については，ゴミ除去施設であるスクリーンの整備を完
了し，平成２１年度から貯留施設設置工事を継続中であるが，住宅が密集する市街地での工事
となることから，周辺住民に配慮した整備の手法を検討しながら推進していくこと。

―---―

生活環境の快適性や利便性とともに公共用水域の水質保全が求められる中，更なる生活排水の適正処理が求めれている。ま
た，都市化の進展や集中豪雨により雨水の流出量が増大し，より一層，浸水被害の解消が求められている。
さらに，国において「下水道総合地震対策事業」として耐震化を推進している。

国からの補助金である「社会資本整備総合交付金」が，本市の要望額に満たないため，計画的な事業実施が難しくなる可能性
がある。

―---―
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14 継続
本事業は，下水道施設の適正な機能確保を図る上で重要な事業であることから，複数の施設をまとめ
て委託するなど，より効率的な手法を検討しながら，ポンプ場を適正に維持管理し，生活排水と雨水
の適正処理を推進していく。

①14②169

①14②171①13②162

①13②167

担当課 下水道施設管理課
各ポンプ場の点検回数
（回/月）

6,425,814

4

4

施　策　事　業　費　合　計 6,934,663

233,788 235,206 A
4

4

ポンプ場の適正管理

下水道の利用者及び公共
用水域

S58

①中継ポンプ場数（箇所）
②マンホールポンプ場数（箇所）

業務委託手法や維持管理体制の検討により，より効率的に水再生センターを維持管理し，生活排水と
雨水の適正処理を推進していく。

実績値：処理水量（㎥/日） 174,162

放流水の水質試験（回）
24

24

A
186,012

目標値：処理能力（㎥/日） 219,000

継続
24

24

1,372,500

219,000

本事業は，下水道施設の適正な機能確保を図る上で重要な事業であることから，管渠調査や修繕工事
のより効率的な手法を検討しながら，管渠を適正に維持管理し，生活排水と雨水の適正処理を推進し
ていく。

1,594,22313

水再生センターの適正管理

下水道の利用者及び公共
用水域

S40

担当課 下水道施設管理課

4,300

23,000

生活排水課 463

30,000
継続

33,000 20,000

183,104 A182,507
2,600

管渠維持管理業務（管渠調査，管渠
修繕工事）（ｍ）

4,600

3,000

管渠維持管理業務（管渠清掃）
（ｍ）

12

管渠の適正管理

下水道の利用者及び公共
用水域

S40

担当課 下水道施設管理課

国・県の補助金制度の状況を踏まえ，平成２３年度に改定を予定している「生活排水処理基本計画」
に基づき，引き続き合併処理浄化槽の設置を推進していく。

464
11

合併処理浄化槽設備整備事業
市民 S63 合併処理浄化槽設置補助基数（基）

470

担当課
314,019 継続Ｂ

470
316,526

立入調査数（件）

120

127下水道施設管理課

630

130
継続

下水道に流入する化学物質等は種類，量ともに増加傾向にあるため，監視・指導により下水道への化
学物質等の流入を抑制することで，下水道施設だけではなく，公共用水域への負担低減にもつなが
る。さらに，法令に基づく規制を行う事務であり，今後も継続して指導を強化していく。

596 Ｃ
130

190,040 36,444下水道利用者 H14

下水道台帳の総整備延長（S40～）
（m）

下水道台帳の整備延長（m）※単年度

9

公共下水道台帳の整備

担当課 工事受付センター

10

水質監視・指導
特定施設・除害施設の設

置者
S40

担当課

下水道台帳の整備は施設の維持管理には必要なものであり，継続して整備を実施していく。下水道台
帳については，平成２１年度に下水道施設情報管理システムを構築し，平成２２年度から運用を開始
した。今後，システムの利用を最大限に活用していく。

163 163

164 171

1,886,950

継続
市民協働による浸水対策を推進するため，各家庭や地域において雨水貯留施設等の普及を推進し，設
置件数の増加を図ることで，雨水の流出抑制を図る。

1,922,150

Ｂ

設置数（基）

50

113

継続
1,842,400 1,877,600

60,100 35,200

58,700 35,200

50

4,799 4,581 Ｂ
117

雨水貯留・浸透施設設置に係る
補助金交付決定件数（件）

中継ポンプ場の工事及び実施設計を
発注した件数（件）

7

下水道施設の新設・増設

公共下水道区域の市民及
び公共用水域

8

雨水流出抑制対策の推進

市街化区域に住宅を所有
または占有している市民

H14

担当課 下水道建設課

Ｂ
1 1

0

0 0

817,000 472,190S37 継続
今後の処理区域の拡大や発生汚水量の増加に適切に対応するため，施設の増設等を計画的に進めてい
く。

1 1

1 1

1

継続
川田水再生センターは，供用開始後約３０年経過しており，老朽化した各施設や機械・電気設備など
の機能や役割を継続的に維持していくため，改築年次計画に基づき，耐震性も考慮した施設の改築・
設備更新事業により沈砂池などの施設や電気・機械設備の改築更新工事を実施していく。

1

担当課 下水道建設課

2

下水道建設課
中継ポンプ場の改築工事及び実施設
計を発注した件数（件）

0

1処理場施設の増設工事及び実施設計
を発注した件数（件）

川田水再生センターの改築工事及び
実施設計を発注した件数（件）

1

担当課

6

下水道施設の改築・更新

公共下水道区域の市民及
び公共用水域

H12

市街地の浸水被害の解消を図るため，公共下水道雨水整備計画に基づき，引き続き，公共下水道雨水
事業により雨水幹線の整備工事を実施していく。400

A
2

869,000 1,424,500

420,869 280,137 A 継続雨水幹線整備延長（ｍ）
170

担当課

400
5

公共下水道雨水整備計画の推進 公共下水道雨水排水区
（市街化区域）の市民

H12

継続
生活排水の適正処理を推進し，生活環境の確保や公共用水域の水質保全を図るため，生活排水処理基
本計画に基づき，経済性等を考慮した上で，引き続き，特定環境保全公共下水道事業により下水道管
の整備工事を実施していく。

下水道建設課 170

28
717,496

42
下水道整備面積（ha）

26

26
4

特定環境保全公共下水道整備事業 市街化調整区域の市民
（認可区域13地区）及

び公共用水域
S56

担当課 下水道建設課
507,784 Ｂ
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